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材 料 と 方法
この実験には，高橋・河(1969)により 10階級にわけられた品種群から， それぞれ数
品種ずつを選び出し， 1969年は計29品種， 1970， 1971年はこの29の他にさらに26品種
を追加して，計55品種を用いた.これらの品種は慣行法により圃場で栽培し，品種ごと






製の容器に密封し， 15'(と25'Cに貯蔵した.そして乾燥直後， 10， 25， 40， 55， 70およ
び110日後に種子をとり出して発芽試験を行なった.
極低温の休眠性に対する影響を調べる実験には， 1970年と 1971年にそれぞれ25および


































さきに述べたように， 1969~1971年の 3 カ年に行なった発芽試験は， 1968年に行なった
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第1表 15'Cおよび25'C貯蔵における9品種3カ年の平均発芽歩合
(角度変換値)の分散分析表
要 因 自由度 平均平方 F 有意性
品 種 (V) 8 515.2296 9.191) 0.1 % 
年 次 (Y) 2 500.8405 8.931) 1.0 % 
1 978.9122 17.461) 0.1 % 
1970: 1971 1 22.7688 0.411) N. S. 















































































































a 0.456'" a 0.673"'.. 
b 0.495・ b 0.620紳$
c 0.592事柿 c 0.589'"柿
d 0.536"'' d 0.648事
a 0.652"'''' a 0.801."'' a 0.746・"'
b 0.698料事 b 0.756"''. b 0.748・
c 0.718... c 0.584・ c 0.572・事
d 0.624'"帥 d 0.666・e・ d 0.665柿$
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年次 貯蔵温度 平均発芽歩合 b bの差
1969 15 'c 12.6克 0.13 0.30紳事
25 30.6 0.43 
1970 15 24.1 0.25 
0.34**・
25 45.1 0.59 
1971 15 19.4 0.31 0.38*場事
25 45.0 0.69 
事事本は0.1%水準で有意を示す.
10 25 40 55 70 
貯蔵日数
第5図 15'C (太線〉および25'C(細線)苅強の年次別発芽歩合の貯蔵日数にとも
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度が低いと休眠が顕著に浅くなると報告している， Reiner and Payman (196わは同じ
































休眠性程度 I E E IV v 
0-18 19-36 37-54 55ー 72 73-90 
平均発 18 18 18 18 18 
芽歩合 0-10 11-35 36-65 66-90 91-1∞ 
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にも指摘されている (Brownet al. 1948，高橋・河1969). 今回の実験においても 15'C
から 25'Cに上げたことによって，発芽歩合上昇率が 2.2~3.3 倍になった.これは同じ発
芽歩合に達するのに要する時聞が， 25'C貯蔵では 15'C貯蔵の半分以下であったことを示
している.1970， 1971の両年に25品種を用いて行なった実験結果では， 25'Cに貯蔵する
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品種名 平均発芽歩合 品種名 平均発芽歩合
太公館 11. 71) 20.02> 水原 6号 33.61) 35.42) 
早生坊主 12.7 20.9 魁 41. 0 39.8 
坊主 1号 16.9 24.3 自胴 6号 49.6 44.8 
陽新一 2 22.5 28.3 大石 49号 57.0 49.0 
雷 電 25.2 30.1 鏡滅六角 62.2 52.1 
1)百分率.2)角度変換値を示す.
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